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測定の目的と特長

モータの静音化、振動低減、高効率化にかかわるコギングトルク等を測定いたします。

モータ静音化・低振動化のための
コギングトルクおよびトルクリップル測定

Cat.No 3E8J-110-00-240307

電動パワーステアリングではコギングトルクがステアリングフィールに影響するため重要であることが知られています。
モータの静音化や振動抑制のためには、コギングトルク等を測定し、低減することが求められます。

＊ コギングトルク：通電していないモータの１回転中の回転抵抗
＊ トルクリップル：通電しているモータの１回転中のトルク変動

● 測定の特長

・ 各種モータ（DC、DCブラシレス、ACサーボ、ステッピングなど）に対応

・ コギングトルクを機械的なロスなく測定可能

・ コギングトルクとトルクリップルを測定可能

・ 高精度（測定角度分解能0.01°）

・ 非常に高い測定再現性

コギングトルクメータと試験モータ コギングトルク測定結果（DCブラシレスモータ）

本測定の仕様

・ 測定回転数： 0.1～20 r/min

・ 角度分解能： 0.01°

・ 定格トルク： 0.1 ～ 10 Nm

・ トルク精度： 定格トルクの±0.5％

・ センサシャフト径：φ10mm

評価例
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